
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和 8 年 7 月 19 日 
 

地域密着型サービス 運営推進会議 報告書 

 
事業所名称…　グループホーム　あしたか 
サービス種類…　認知症対応型共同生活介護 
会議開催日…令和　８　年　７　月　１６　日 
開催場所…　特別養護老人ホーム東寿苑　訓練室 
出席者 

 
議事 
 
１．あしたかの現状報告 

◎ 利用者状況 

　6月 20 日 1 名退所、6月 26 日 1 名退所、7月 9日 1名退所 

　6月 27 日 1 名入所　女性　要介護度 2 

　7月 16 日 1 名入所　女性　要介護度 1 

　R8 年 7月 16 日現在利用状況　現在 1床空きあり 

介護１・・4名　介護２・・2名　介護 3・・1名　介護４・・1名 

平均介護度・・1.875 

現在待機者　女性 3名　男性 1名 

 

◎ 活動状況 

６/１２　　　　　書道 
６/１１、７/１２　体重測定 

　　　６/３　　　　　　散髪 
　　　６/２６　　　　　お茶会 
　　　６/２３　　　　　水害避難訓練 
　　　７/１０　　　　　あしたカフェ 

 

◎ 事故　3件　　5月 29日、23 時 40 分頃、Ａ様の居室から「ドン」という音とセンサーが

鳴ったので夜勤の職員が訪室すると、Ａ様が足はベッドの上に乗せ、背中

が床についた状態でおられるのを発見する。ベッドの高さは低床で 20cm

にしていた。本人様に痛みの確認をすると、「背中が痛い」と言われる。

体を起こし、端座位の状態で背中を見るも、外傷や内出血等は見られず。 

 事業所 3 人 利用者 0 人

 利用者家族 0 人 地域代表者 2 人

 松江市職員 0 人 包括支援センター 1 人

 知見を有する者 1 人 その他  0 人



 

6 月 17 日、14 時頃、Ｂ様の居室センサーが鳴り訪室、本人様端座位にな

られ、ズボンをかまっておられる。その場を離れ、5分後再びセンサーが

鳴り、居室へ駆けつける前に「ドン」と音がし訪室する。居室入り口側を

向いて床に座っておられた。両手で頭をさすっておられ、外傷確認すると、

左側頭部に 10 円玉くらいの発赤があり、その他外傷見られず。 

 

6 月 29 日、0 時 25 分頃、Ｃ様のタブレット反応があり、その後しばらく

してセンサーが連続して鳴り続けたため訪室すると、戸に平行で、洗面台

に足を向け、床に長座位でおられるＣ様を発見する。「すべっちゃった」

と言われる。靴は履いておられなかった。外傷、痛みの確認をすると、左

手親指と人差し指の間に大きなこぶを作っておられ、そこが痛いと言われ

る。どのようにしてそうなったかはわからないと言われる。 

 

◎ インシデント　0件 

 

◎ 入院　2件　　5月 14日　腎盂腎炎にて 2週間ほどの入院。 

6 月 4 日　朝から前傾姿勢で、昼食後発熱あり。15 時に悪寒あり、救急要

請、救急搬送となる。中度～重度の感染症とのことで入院となる。その後、

グループホームでの生活は困難とのことで、退所となる。 

 

◎ 救急搬送　1件　6月 4日の件 

 

２．研修状況 

　　　◎サブスクリプション研修 

　　　　　　５月　　身体拘束の排除・高齢者虐待防止に関する研修① 

　　　　　　　　　　アンガーマネジメント研修 

　　　　　　６月　　感染症及び災害に係る業務継続計画（BCP）のための研修～感染症～ 

　　　　　　　　　　ボディメカニクスの基本と移乗介助への活用 

 

　　　◎外部研修 

　　　　　なし 

 

　　　◎訓練 

　　　　　　６/２３　水害避難訓練 

　　　　　　　　　　　日中にレベル３氾濫警報の発表が出たと想定し、グループホームあしたか

から東寿苑の 2階、食堂に避難する。職員 4名、利用者 6名参加。実際に

1名のご利用者様にカッパを着用して避難していただく。 

 

 



３．会議報告 

　　　　　・令和 8年度第 1回あしたか身体拘束廃止委員会　R8.5.25 

　　　　　　　　Ｄ様について、薬の服用を調整した方が良いか検討を行う。 

・令和 8年度第 1回あしたか虐待防止検討委員会 R8.6.24 

　　　　　　　　高齢者虐待防止法　第七条　について説明、「通報等をしたことを理由に解雇そ

の他不利益な取り扱いをうけない」ことを説明する。 

 

４．行事予定 

　　随時散歩へ 

　　８/９　　　　　　　体重測定 

８/１２　　　　　　習字 

　　８/１８　　　　　　人形劇ボランティア 

　　８/２１　　　　　　お茶会 

　　８/２５　　　　　　外部評価 

 

５．研修予定 

◎サブスクリプション研修 

　　　　　　７月　　　事故発生又は再発防止に関する研修① 

　　　　　　　　　　　ケア記録を AIに 

 

６．実習受け入れ 

　　　　　なし 

 

７．その他 

　　　面会につきまして、居室での面会を再開、また、家族様が付き添う一時外出、外食につきま

しても、制限を解除することとしました。 

　　　面会は事前予約としており、AM1 組、PM1 組とし、15 分程度の面会を実施しています。また、

オンライン面会も引き続き行っております。 

　　※受診の方は引き続きご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

８．意見交換 

 

・現在空きが 1つあるが、待機の方に当たっているのか(地域包括)。 

　→現在当たっている方がいて、ただ、ショート中ということもあり、順調にいけば入所は 7月下

旬か 8月上旬になる見通し(ケアマネ)。 

 

・研修で、ケア記録を AIにとあるが、どんな研修か(知見を有する者)。 

　→どんな研修かまだ受けてないのでわからないが、記録を IT を使って入力することで、省力化

するというものだと思う。記録ではないが、会議録については、レコーダーで録音したものを

会議録に変換してくれるツールを法人として使用している(ケアマネ)。 



　→記録に手を取られ、残業などが生じると大変だと思う(地域代表者)。 

 

・研修でアンガーマネジメントというのと、ボディメカニクスというのはどういうものか(地域代

表者)。 

　→アンガーとは怒りという意味で、怒りをコントロールすることで、虐待などのリスクを減らす

というもの。ボディメカニクスというのは人体力学？という意味で、例えば、てこの原理を利

用したり、押すのではなく引く力を利用したり、持つ時は体に近付けて持つようにしたりと、

力学を利用し介護するということ(ケアマネ)。 

　→これにより、お互いにとってより安全な介護が生まれる(ホーム長)。 

 

・事故報告で低床ベッドとあるが、低床ベッドは全室なのか(知見を有する者)。 

　→3台ほど。1番低いのは 15cm の高さが 2台で、1台は 20cm の高さ(ホーム長)。 

　→高さが低いと介助が大変では(地域代表者)。 

　→高さは電動で変えれるので、必要に応じて高さを変えている(ホーム長)。 

 

・避難訓練は利用者は歩いての避難か(地域包括)。 

　→いえ、ほとんどの方が車イス。歩いて避難された方は 1名のみ(ケアマネ)。 

　→皆、抵抗などなくすんなり避難されたか(地域包括)。 

　→水害時の避難は、火災時の避難と違って、それほど急を要するものではないので、ゆっくり声

かけしホールに集まってもらってから避難するので、それほど抵抗などはなかった(ケアマネ)。 

 

・入院の方の重度の感染症というのは、コロナなどの感染症か(地域包括)。 

　→いえ、この方は尿路感染症により入院となった(ホーム長)。 

 

・9月にボランティアの方のコーラスを予定しているが、これは敬老会も兼ねて行おうと思ってい

る(ホーム長)。 

　→場所はあしたかか、訓練室か、ちなみにボランティアは今のところ 12名と大人数の予定(知見

を有する者)。 

　→敬老会は家族様も呼ぼうと思っているので、その出欠にもよるが、あまりに大人数になるとい

うことであれば訓練室になるかもしれない(ケアマネ)。 

 

・8 月 4 日にあしたカフェを行うので、ご利用いただきたい(地域包括)。 

 

 

　　　　次回開催予定日　令和 8年 9月 17 日(木)　１３：３０～　の予定。 

 

 □活動報告についての評価を受けることができたか。 ○

 □要望・助言等受ける機会を設けたか。 　○


